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地質標本館

・産総研 地質調査総合センターの研究成果の発信、
一般的な地学や地球科学の普及・啓発に努める.

・岩石・鉱物・化石など約2,000点を展示. 
（産総研が管理する地質試料の1%台）

・産総研の試料は、地質標本館も含めアーカイブ室が管理.

タイムトンネル
時系列の化石と岩石

岩石、鉱物、化石



産総研の研究成果としての登録標本

５万分の１地質図幅「観音寺」（2017
年刊行）と説明書に記載された岩石
標本の例

地質図説明書などでは、地質試
料記載に登録番号が付記されま
す。これらの標本はトレーサビリ
ティ保証のための成果物として
長期保管されます

R102076

R102089

・証拠資料としての地質試料.

・トレーサビリティの担保のため.

・メタデータの整理.

各種の登録標本の数
岩石（R）： 11万点
鉱物（M）： 4万3千点
化石（F）： 1万9千点
鉱石（D）： 2.5千点

合計 17万点以上



収蔵庫での管理
・多くの収蔵庫に分散.

・多様な試料形態.

・一部で温度・湿度管理等が必要.

地質標本館地下倉庫 7-8棟大型試料収蔵庫

所内収蔵庫の分布



多様な地質標本の収蔵

コア収蔵庫
現在の保管は総延長50km以上

ボーリングコア収蔵庫

原油試料は危険物倉庫

放射性試料収蔵庫

所内収蔵庫の分布



デジタルアーカイブと二次利用

地質標本データベース『Musee』

地質試料の二次利用
・研究利用（再分析、年代測定）
・博物館展示（各館企画展）
・メディア利用など

貸出し利用実績（2022年度）
岩石：141点／18件
鉱物：231点／13件
化石：325点／12件
鉱石： 3点 ／ 2件

合計 715点／47件

https://gbank.gsj.jp/musee/



現状における課題

・収蔵庫の容量に限界がある.

・外部からの寄贈は原則お断り.

・公的機関として二次利用のさらなる促進.

・アーカイビング作業の人材が少ない.

地質標本データベース『Musee』 https://gbank.gsj.jp/musee/



求められる将来像

・一元化して管理できる施設やシステムが必要.

・情報共有と二次利用の推進.

たとえば、
・図書館方式による一元化された全国の資試料の検索機能.

そのために、
・各機関が協調性をもって、キュレーション制度を構築し、
メタデータを揃えて、系統立てた試料の管理を.

ありがとうございました。


